
 

 

 

 

「海図で見る伊勢湾台風前後の名古屋港と海上保安庁に

よる緊急水路測量の記録」パネル展開催 

～ 第１３８回水路記念日 ～ 

 
 
 

 

 

 

水路記念日は、今から１３８年前の明治４年（１８７１年）９月１２日、当時の兵部省海

軍部に海上保安庁海洋情報部の前身「水路局」を設置し、我が国の海洋調査が始められた日

です。 

また、今年は、伊勢湾台風から５０年目の節目の年に当たります。 

今回の水路記念日に当たり、伊勢湾台風による災害を受けた港湾機能の復旧のため、当時

の水路部職員が行った名古屋港周辺の水深調査の記録を当時の海図、写真及び資料により一

般の方々にもご紹介します。 

なお、展示物の中には、災害発生直後に当庁航空機が撮影した航空写真をつなぎ合わせて

作成された、「伊勢湾台風水害調査航空写真集成図」の一部を復元したものや、当時、四管

本部により作成され、本庁海洋情報部に保存されていた「伊勢湾台風被害写真帖」など、当

時の被害状況を物語る貴重な資料も含まれています。 

１．海洋調査機器等の展示 

（１）展示日時 

９月１４日（月）～９月１８日（金） 午前９時３０分～午後５時 

（２）展示場所 

名古屋市港区入船２－３－１２ 

名古屋港湾合同庁舎 1階ロビー 

（３）展示内容 

  ①海図で見る伊勢湾台風前後の名古屋港 

  ②伊勢湾台風水害調査航空写真集成図（復元版） 

問い合わせ先 

 第四管区海上保安本部海洋情報部 

     監理課長 奥村 雅之 

  電話 052(661)1611 内線 2510 
 

９月１２日（土）は、我が国が海洋調査業務を開始して１３８年目となる水路記念日です。 

また、今年は、伊勢湾台風から５０年の節目に当たります。 

これに因んで、９月１４日（月）～１８日（金）の間、名古屋港湾合同庁舎１階ロビーに

おいて、伊勢湾台風前後の名古屋港周辺の海図と当時行われた緊急の水路測量の記録につい

てのパネル等の展示を行います。 

平成２１年８月２５日 



  ③伊勢湾台風被害写真帖（昭和３４年１０月） 

  ④緊急水路測量の記録 

  ⑤調査を行った測量船及び航空機 

⑥伊勢湾台風による災害状況及び警備救難実施対策 

⑦海洋調査機器の展示と説明 

⑧海洋調査業務の紹介 

（４）その他 

庁舎に入る際、身分を証明する物が必要となりますのでご持参ください。 

 

●アクセスマップ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

●所在地 

〒455-8528 名古屋市港区入船 2-3-12 

Tel：052-661-1611 Fax：052-661-1620 

 

 

 

 

 

 


